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カンピョウの栽培法に関する研究

　第2報冷床育苗法について

藤平利夫・小熊純一

　1．緒　　言

　従来からカンピおウの育苗法は一般の果菜類

と同様に踏込み温床を作り，その醸熱によって

発芽や生育を促進してきた．しかし近年は，平

地林の急激な減少や農閑期の出稼ぎによる労力

不足などから落葉採集が困難となってきた。な

おこの落葉採集の困難性は今後ますます助長さ

れ，落葉購入のみちもないので，踏込み材料の

検討ならぴに踏込み温床に代る簡易な育苗法の

確立が必要となってきた．

　甘藷ではビニル利用による冷床育苗法も行な

　　　1）2）5）6〉

われたが，果菜類では生育がおくれるためあま

り利用されていない．これは果菜類では早期の

収量は一般に価格が高く，その収量の多少は収

益を非常に左右するからである．しかしカンピ

ョウ栽培では，早期収穫が必ずしも高価でない

ので甘藷と同様に冷床育苗法の可能性が高い．

そこで1967年から1970年にわたり発芽を促進す

る種子の予措およぴ苗床温をあげる床面のマル

チングなどについて検討し，従来の醸熱温床育

苗法に劣らない結果が得られたのでここに報告

する

　本試験実施にあたり終始ご指導をいただいた

野中舜二分場長およぴ本稿のとりまとめにあた

り有益な助言を頂いた栃木県農業試験場長補佐

中山保博士に厚く謝意を表する．

　II．試験方法

　1．発芽促進法について

　1970年にしもつけしろ，しもつけあおの両品

種を用い，種子の謄端部に割目を入れた区，種

皮を除去し胚だけにした区および対照区（無処

理）を設け，1区33粒の3区制で行なった．

　発芽は直径9cmのシヤーレで行ない7cc注水

し25℃の定温器に入れた．置床後3日目15日

目およぴ7日目に発根粒数を調査した．．

また上記の各処理粒の吸水速度を知るために4

区制で水浸1〜7時間後の毎時，10時間後，15

時間後および24時間後に付着水を除いて粒重を

測定した．なお水温を15℃に保つために定温器

内で浸漬を行なった．

　2．温床育苗と冷床育苗の比較

　1967年に行ない冷床はビニルトンネルの平床

とし，移植はちをならべ，は種を3月31日，4

月10日，4月15日，4月20日および4月25日‘と

した．トンネルは高さ50cm，幅1m，長さ3甲

とし厚さ0．15mmの透明ビニルを用いた．温床は

従来の方法としは種を3月31日に行なった．定

植は5月10日に行ない，1区4株の2区制で実

施した．施肥量はa当たりたい肥100kgのほか

化成肥料でN：2・4kg，P2053・6kg，K20：2・8

kgを施した，整枝法は丸作りとした．

　3．床地温を高める方法と生育，収量

　ビニルトンネルの冷床平床内に成形移植はち

をならべ，1968年は苗床面を黒色ポリエチレン

や温床紙でマルチした区，モミガラくん炭を散

布した区および対照区を設け，1969年は苗床面’

を黒色ポリエチレンや透明ポリエチレンでマル

チした区，モミガラくん炭散布区および対照区

を設け，1970年は透明ポリエチレンマルチ区，

モミガラくん炭散布後透明ポリエチレンでマル

チ区および対照区を設けた．耕種法は第1表に
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